
インドネシア森林セクターのインドネシア森林セクターの

9 ： 30  ～ 17 ： 00

6月28日（木）

後 援：インドネシア環境林業省、一般社団法人日本森林技術協会、公益財団法人国際緑化推進センター、
             W-BRIDGE (Waseda-Bridgestone Initiative for Development of Global Environment)

主催：インドネシア共和国大使館　　共催：早稲田大学

申込フォーム
申込フォームにアクセスできない場合は、
下記問い合わせ先へご連絡ください。

プログラム・詳細

https://goo.gl/21iGJL

裏面、もしくは、インドネシア共和国大
使館ウェブサイトをご覧ください。
https://kbritokyo.jp/forest2018/

お問い合わせ インドネシア共和国大使館　森林担当書記官  Dr. Riva Rovani     forestryseminar2018@gmail.com

60th anniv seminar_flont_02.ai   1   2018/05/25   14:36:08



早稲田大学
インドネシア共和国大使館
外務省（予定）

森林開発のロードマップ：インドネシア木材合法性確保制度を含むSDGs達成に向けて

ゴムノキをベースとしたコミュニティ /社会林業の経験からの政策改革のインプリケーション

インドネシアの持続的森林管理に関する国家政策の分析

インドネシアのパルプ・製紙業の変化

12:00 -13:00 昼休み（インドネシア料理の試食ができます）

インドネシア環境林業省
林野庁

森林管理ユニット : インドネシアの現場レベルの新しいガバナンスとビジネス法人としての持続的森林管理制度

インドネシアの森林・湿地の回復におけるインドネシアの森林管理ユニットと日本企業のコラボのポテンシャル

森林管理ユニットを通じたコミュニティの生計向上と生態系保全

インドネシアの社会林業：コミュニティが森林を管理する法的アクセス

木材加工を通じたコミュニティ /社会林業

テンカワンとコミュニティ

ハチミツ・ヤシ砂糖を通じたコミュニティ /社会林業

インドネシアのエコツーリズムと環境サービスの発展

生態系回復コンセッション : 森林再生、保全・保存を通じたマルチビジネス、マルチ製品のポテンシャル

マングローブ林生態系に関する環境サービス開発

東カリマンタンにおける森林再生プロジェクト

　　インドネシア環境林業省

　　早稲田大学・公益財団法人国際緑化推進センター

　　エイーピーピー・ジャパン株式会社

　　公益財団法人地球環境戦略研究機関

　　インドネシア環境林業省

　　一般社団法人日本森林技術協会

　　ブランタラ財団

　　インドネシア環境林業省

　　住友林業株式会社

　　テンカワンネットワーク日本支部 /合同会社 TEMBAWANG

  　　公益社団法人環境教育フォーラム

　　インドネシア環境林業省

　　インドネシアの生態系回復コンセッション企業

　　ワイエルフォレスト株式会社

　　一般社団法人　モア・ツリーズ

14:45 -15:00 休憩（コーヒーブレイク）

16:50 -17:00 総括と閉会

09:30 -09:50 開会

09:50 -10:20 基調講演：森林セクターの二国間協力のレビュー

10:20 -12:00 セッションⅠ：持続的森林管理に関するインドネシア政策の変化
モデレーター：筑波大学　名誉教授　増田美砂氏

13:00 -13:45 セッションⅡ：将来の持続的森林管理に向けて：森林管理ユニット（FMU）
モデレーター：九州工業大学　准教授　大田真彦氏

13:45 -14:45 セッションⅢ：コミュニティベースの森林管理
モデレーター：九州大学　准教授　藤原敬大氏

15:00 -16:00 セッションⅣ：生態系ベース管理
モデレーター：名古屋大学　教授　原田一宏氏

16:00 -16:50 総合パネルディスカッション
モデレーター：名古屋大学　教授　原田一宏氏

※ 環境への配慮のため、発表資料の印刷配布はございません。ご入用の方は、インドネシア共和国ウェブサイトよりダウンロードください。

日本 -インドネシア国交樹立 60周年記念森林セクターセミナー
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